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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第48期

第３四半期
連結累計期間

第49期
第３四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自　2016年４月１日
至　2016年12月31日

自　2017年４月１日
至　2017年12月31日

自　2016年４月１日
至　2017年３月31日

売上高 (千円) 1,838,305 2,050,451 2,483,147

経常利益 (千円) 111,670 109,201 137,180

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 74,565 73,398 51,024

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 73,518 89,596 46,194

純資産額 (千円) 1,500,090 1,554,210 1,493,037

総資産額 (千円) 5,539,986 6,662,914 5,589,710

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 17.57 17.05 11.99

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 17.29 16.68 11.80

自己資本比率 (％) 26.0 22.5 25.7
 

 

回次
第48期

第３四半期
連結会計期間

第49期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2016年10月１日
至 2016年12月31日

自　2017年10月１日
至　2017年12月31日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 9.53 6.15
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、2017年11月10日開催の取締役会において、固定資産を譲渡することについて決議し、同年11月30日付で売

買契約を締結しました。詳細は、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）（固

定資産の譲渡）」に記載のとおりであります。

 

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1) 業績の状況

当社は、大阪府東大阪市から滋賀県東近江市の新本社工場への全部門の移転から約９ヶ月が経過し、新レイ

アウトによる作業動線の改善、５S活動の徹底、新工場立ち上げと同時に進めてきたIoT（モノのインターネッ

ト）の導入により、過去にない最高効率のモノづくり現場に進化致しました。

　そのような中、半導体資材事業の売上高が前年同期比36.7％と大きく伸長し、結果、グループ連結売上高は

前年同期比11.5％の増収となり、上述の生産効率の改善による原価低減活動が奏功し、売上総利益額は当第３

四半期連結累計期間において過去最高となる984百万円（前年同期比84百万円増）となりました。一方、販売管

理費については将来の拡大成長戦略に向けた研究開発費の増加、即戦力人材の採用等により、850百万円（前年

同期比99百万円増）を計上致しました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高2,050百万円（前年同期比11.5％増）、営業利益

133百万円（前年同期比10.2％減）、経常利益109百万円（前年同期比2.2％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は73百万円（前年同期比1.6％減）となりました。

 
セグメントの概況は次の通りであります。

なお、セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおります。

 
①　ＰＩＭ（パウダー・インジェクション・モールディング）事業

ＰＩＭ事業については、2020年以降の量産化を目指す自動車用ターボ部品、急速に進展する自動車の電動化

に対応したパワー半導体用セラミックスセパレーター、セラミックスボールベアリングなど、各製品のキーと

なる技術開発を加速するための即戦力人材の採用、最新鋭の設備や評価装置などの増強を進めております。

　当第３四半期連結会計期間において、次世代ガソリンターボエンジン用ノズルベーンの量産を見据え、国内

大手ターボメーカーによるドイツ自動車規格であるＶＤＡ6.3のポテンシャル監査に合格し、完全に承認された

サプライヤー（候補）として認定されました。今後は、具体的案件の試作、プロセス監査に向け、量産技術を

確立し、強固な品質管理体制を構築して参ります。

　ＭＩＭ（メタル・インジェクション・モールディング）製品として、他工法で変形等の問題が生じていた医

療用内視鏡パーツ、プラスティックからの置き換えとなる業務用電化製品パーツ、ＣＩＭ（セラミックス・イ

ンジェクション・モールディング）製品として、釣具の糸道など３点を正式に受注し、来期に売上を計上する

予定です。今後は当社ＰＩＭ工法で解決可能な様々なニーズを掘り起こし、同様の案件を数多く手掛けるべ

く、営業体制をより一層強化して参ります。
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以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は59百万円（前年同期比17.5％減）、営業利益14百万円

（前年同期比44.8％減）となりました。

 
②　衛生検査器材事業

当第３四半期連結会計期間の売上高は前年同期のほぼ横ばいで推移しました。滋賀県東近江市への本社工場

移転後のテレマーケティングスタッフの人材確保は、職場環境の改善と当地での正規雇用を積極的に進めた結

果、予定人数の採用にメドが立ち、目標の架電件数を確保しつつあります。今後は充実したスタッフと新たな

販売の仕組みを構築し、売上拡大に努めて参ります。

　原価面においては、シャーレ製造においてグループ内で最も進んでいたIoT機器からの情報をビッグデータと

して活用し、個々の設備の異常有無、センサーデバイスの追加によるインライン滅菌条件の最適化など、稼働

率、歩留まり改善、生産時間の大幅短縮が可能となり、旧本社工場比で1.4倍の生産体制を確立致しました。こ

れにより、24時間30日のフル稼働体制を24時間20日稼働に変更し、電気代及び人件費の大幅圧縮が可能となり

ました。併せて勤務体系の変更により、製造人員の離職率は０％となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,185百万円（前年同期比0.1％減）、営業利益59百万円

（前年同期比39.1％減）となりました。

　

③　半導体資材事業

液晶テレビの世界需要が年率約３％の成長となる中、当社スペーサーテープを従来比２倍以上消費する４Ｋ

テレビの比率が30％を越えてきたことで、出荷数量で前年同期比26.7％増、売上高で36.7％増と大きく伸張致

しました。今後、４Ｋテレビの比率が拡大する見通しに加え、スペーサーテープを従来比で４倍以上消費する

有機ELテレビの量産が本格化すると予想され、ここ数年は大幅な成長が期待されております。韓国・日本両拠

点の一元管理のためIoTを進めながら、より、強固な生産体制を構築し、旺盛な需要に対応して参ります。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は809百万円（前年同期比36.7％増）、営業利益59百万円

（前年同期比140.5％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

　総資産は、前連結会計年度末に比べ19.2％増の6,662百万円となりました。

これは、「現金及び預金」が410百万円、「建物及び構築物」が778百万円増加したこと等によるものでありま

す。

（負債）

　負債は、前連結会計年度末に比べ24.7％増の5,108百万円となりました。

これは、「短期借入金」が145百万円、「１年内返済予定の長期借入金」が167百万円、「長期借入金」が492百

万円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比べ4.1％増の1,554百万円となりました。

これは、「利益剰余金」が30百万円、「為替換算調整勘定」が15百万円増加したこと等によるものであります。

　

(3) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は129百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,960,000

計 12,960,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2017年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2018年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,327,300 4,332,300
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であります。

計 4,327,300 4,332,300 ― ―
 

(注) 提出日現在の発行数には、2018年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2017年10月１日～
2017年12月31日

1,000 4,327,300 482 763,646 482 683,646
 

　(注) 新株予約権の行使による増加であります。

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2017年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 15,400
 

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,298,200
 

42,982 ―

単元未満株式 普通株式 13,700
 

― ―

発行済株式総数 4,327,300 ― ―

総株主の議決権 ― 42,982 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が600株(議決権６個)含

まれております。

 

② 【自己株式等】

2017年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社アテクト

滋賀県東近江市上羽田町
3275番地１

15,400 ― 15,400 0.36

計 ― 15,400 ― 15,400 0.36
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2017年10月１日から2017年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2017年４月１日から2017年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ひびき監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2017年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 489,807 900,144

  受取手形及び売掛金 407,826 ※1  435,634

  商品及び製品 163,726 173,348

  仕掛品 17,755 15,571

  原材料及び貯蔵品 175,935 236,787

  繰延税金資産 35,939 35,315

  その他 83,190 105,418

  貸倒引当金 △279 △610

  流動資産合計 1,373,902 1,901,610

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 515,261 1,294,054

   機械装置及び運搬具（純額） 560,491 616,633

   土地 2,035,667 1,968,644

   建設仮勘定 843,461 595,519

   その他 52,308 77,459

   有形固定資産合計 4,007,191 4,552,311

  無形固定資産   

   その他 109,698 107,048

   無形固定資産合計 109,698 107,048

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,016 3,592

   繰延税金資産 75,848 78,088

   その他 20,818 21,029

   貸倒引当金 △765 △765

   投資その他の資産合計 98,917 101,943

  固定資産合計 4,215,807 4,761,304

 資産合計 5,589,710 6,662,914
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2017年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 333,280 ※1  441,533

  短期借入金 1,750,000 1,895,000

  1年内返済予定の長期借入金 524,156 691,479

  リース債務 22,519 17,721

  未払金 99,183 78,518

  未払法人税等 11,687 14,922

  賞与引当金 36,283 18,024

  設備関係支払手形 392,711 ※1  447,537

  その他 54,926 140,337

  流動負債合計 3,224,749 3,745,075

 固定負債   

  長期借入金 868,520 1,361,238

  繰延税金負債 154 129

  その他 3,249 2,260

  固定負債合計 871,924 1,363,628

 負債合計 4,096,673 5,108,703

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 757,744 763,646

  資本剰余金 677,744 683,646

  利益剰余金 38,812 69,216

  自己株式 △7,527 △7,572

  株主資本合計 1,466,774 1,508,937

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,175 1,575

  為替換算調整勘定 △29,043 △13,245

  その他の包括利益累計額合計 △27,868 △11,670

 新株予約権 54,131 56,943

 純資産合計 1,493,037 1,554,210

負債純資産合計 5,589,710 6,662,914
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2016年４月１日
　至 2016年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

売上高 1,838,305 2,050,451

売上原価 938,661 1,066,258

売上総利益 899,643 984,193

販売費及び一般管理費 750,483 850,261

営業利益 149,160 133,932

営業外収益   

 受取利息 647 182

 為替差益 - 2,413

 受取賃貸料 1,625 1,064

 補助金収入 10,000 -

 その他 7,482 2,648

 営業外収益合計 19,754 6,309

営業外費用   

 支払利息 13,723 14,159

 減価償却費 8,250 15,625

 為替差損 31,344 -

 その他 3,927 1,255

 営業外費用合計 57,245 31,040

経常利益 111,670 109,201

特別利益   

 新株予約権戻入益 3,289 -

 固定資産売却益 - 1,999

 その他 - 308

 特別利益合計 3,289 2,307

特別損失   

 固定資産売却損 - 15,172

 その他 - 184

 特別損失合計 - 15,357

税金等調整前四半期純利益 114,960 96,152

法人税等 40,394 22,754

四半期純利益 74,565 73,398

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 74,565 73,398
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2016年４月１日
　至 2016年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

四半期純利益 74,565 73,398

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 149 400

 為替換算調整勘定 △1,196 15,797

 その他の包括利益合計 △1,046 16,198

四半期包括利益 73,518 89,596

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 73,518 89,596

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、当第３四半期連結会計期間残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2017年12月31日)

受取手形 ―千円 1,264千円

支払手形 ―千円 47,878千円

設備関係支払手形 ―千円 50,182千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2016年４月１日
至 2016年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年12月31日)

減価償却費 184,954千円 205,228千円
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(株主資本等関係)

　前第３四半期連結累計期間(自 2016年４月１日 至 2016年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2016年５月24日
取締役会

普通株式 42,257 10.00 2016年３月31日 2016年６月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

　当第３四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年５月30日
取締役会

普通株式 42,993 10.00 2017年３月31日 2017年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2016年４月１日 至 2016年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

     (単位：千円)

 PIM事業
衛生検査
器材事業

半導体
資材事業

合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

売上高       

 外部顧客への売上高 61,531 1,184,545 592,228 1,838,305 ― 1,838,305

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

10,451 2,761 277 13,490 △13,490 ―

計 71,982 1,187,307 592,506 1,851,796 △13,490 1,838,305

セグメント利益 25,936 98,424 24,799 149,160 ― 149,160
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

     (単位：千円)

 PIM事業
衛生検査
器材事業

半導体
資材事業

合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

売上高       

 外部顧客への売上高 57,192 1,183,539 809,719 2,050,451 ― 2,050,451

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

2,156 2,345 ― 4,501 △4,501 ―

計 59,349 1,185,884 809,719 2,054,953 △4,501 2,050,451

セグメント利益 14,310 59,982 59,638 133,932 ― 133,932
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2016年４月１日
至 2016年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年12月31日)

（１）１株当たり四半期純利益金額 17円57銭 17円05銭

　(算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 74,565 73,398

　　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

74,565 73,398

　　普通株式の期中平均株式数(株) 4,242,986 4,306,122

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 17円29銭 16円68銭

　(算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

　　普通株式増加数(株) 70,271 94,111

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

2015年９月15日取締役会
決議により付与された
ストックオプション
(新株予約権方式)
2016年９月30日をもって
権利放棄により失効して
おります。
 
2016年８月９日取締役会
決議により付与された
ストックオプション
(新株予約権方式)
(株式数　73,000株)

―
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(重要な後発事象)

（固定資産の譲渡）

当社は、2017年11月30日付の売買契約に基づき、2018年１月30日付で下記固定資産の譲渡を完了しておりま

す。

１．固定資産譲渡の内容

譲渡の理由　　2017年４月より滋賀新本社工場への移転が全部門完了した為、東大阪旧本社工場を売却する

　　　　　　　ことといたしました。

譲渡物件　　　土地：4,836㎡

　　　　　　　建物：6,446㎡

           　大阪府東大阪市角田２－１－36

現況　　　　　遊休資産

帳簿価額　　　705,427千円

譲渡価額　　　770,000千円

譲渡の相手先　先方の都合により控えさせて頂きます。

　　　　　　　尚、譲渡先との人的、資本的関係は一切ありません。

物件取引日　　2018年１月30日

２．当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

　当該固定資産の譲渡に伴い、2018年３月期決算において、譲渡価額から帳簿価額と譲渡に伴う諸経費を控

除した固定資産売却益41,218千円を特別利益として計上する見込みであります。

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2018年２月９日

株式会社アテクト

取締役会　御中

 

ひ び き 監 査 法 人
 

 

代 表 社 員

業務執行社員
 公認会計士   富田 雅彦　印

 

 

代 表 社 員

業務執行社員
 公認会計士    林　直也　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アテク

トの2017年４月１日から2018年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2017年10月１日から2017年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2017年４月１日から2017年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アテクト及び連結子会社の2017年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。
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強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は2017年11月30日付の売買契約に基づき、2018年１月30日に固定資産

を譲渡した。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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